
京都外国語大学・外国語学部・准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３４３０２

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

一般教養科目としての環境学教材の共有・公開システムの構築

Construction for Sharing educational tools about natural environments in Liberal
 Arts

９０６００１５６研究者番号：

畑田　彩（HATADA, Aya）

研究期間：

１５Ｋ００９９５

年 月 日現在  元   ６ ２８

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究では、文系大学・文系学部で展開される「一般教養としての環境学系科目」で
利用できる教材の共有を目的として、授業デザインやアクティブ・アクティブラーニングの教材を開発・集積
し、それらを管理するプラットフォーム（Webサイト）を開発した。また、3Dプリンタを用いて、ハンズオン型
教材の開発を試みた。その結果、広範な環境学の分野から教材を収集・共有できるシステムを構築することがで
きた。

研究成果の概要（英文）：In this research, we developed and accumulated various teaching materials 
concerned with environmental science, such as course design, methods of active learning and insect 
models. We also made platform (web site) for managing those teaching materials. As a result, we 
constructed the system which could accumulate and share teaching materials from various fields 
concerned with environmental science. 

研究分野：生態学・環境教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、さまざまな環境学の分野から教材を集積・共有を可能にするシステムを構築した。この共有システ
ムを利用することにより、文系学部・文系大学における一般教養としての環境学系科目の授業は、現在よりも広
範かつ最新の内容を扱うことができるようになる。その影響は大学教育にとどまらず、その授業で学んだ知識や
考え方を日々の生活に活かせる市民の育成にもつながると期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 環境問題は現代の人類にとって解決困難な問題の一つである。環境問題はつきつめると我々
人類のライフスタイルに原因があり、根本的な解決には個々の市民がその暮らし方を変えてい
く必要がある。 
環境問題の克服を目指すためには、市民への継続的な環境教育が重要である。その上で重要
となるのが、大学で展開される「一般教養科目としての環境学系科目」である。なぜなら、こ
れらの科目を学ぶと想定される学生は高校時代に環境について学ぶ機会をほとんど持たないま
ま大学に入学してきており、大学でも環境問題を専門的に学ぶことは少ない文系学生だからで
ある。 
一方、環境学系科目を担当している教員の専門的背景は、どれも環境学に関連のある分野で
はあるが、そのごく一部をカバーしているに過ぎない。そのため、担当教員は自分の専門外の
トピックに関しては、文献を読むなどして授業を行うこととなるが、それでは二次的情報を伝
えるだけの授業に終始してしまう。しかも環境問題の現況は変化が激しく、担当教員が自分の
専門外の問題について常に情報更新をするのは極めて困難である。 
さらに、文系学部の場合は特に、環境教育を行うにはさまざまな困難がある。十分とは言え
ない実習設備、数百人規模の受講生がいる大教室での授業、フィールド志向・現場志向の高い
環境教育と親和性の低い大学のシステム、学生の志向性とのミスマッチなどである。このよう
な条件の中で環境教育を展開するには、専門科目とは違う方法論が必要となる。そこで、本研
究では、文系大学・学部、教育学部で環境学系科目を担当してきた教員がそれぞれの専門分野
でカバーできる授業内容を持ち寄り教材化し、汎用性を高めることにより、一般教養科目とし
てより効果的な環境学の授業が可能になるようなシステムを構築する。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、以下の 3点について研究を行う。 
(1) 収集した教材、授業デザイン案、人材バンクなどの情報を公開する Web サイト（プラッ
トフォーム）を構築する。 
(2) 環境学系科目担当教員から教材、人材情報、授業デザインなどを収集・共有するシステム
を構築する。 
(3) 座学の授業で利用可能なハンズオン型教材の設計方法について開発し、広く普及させる。 
 
３．研究の方法 
 (1) については、使いやすいプラットフォームについて研究代表者、研究分担者が具体的な案
を出し合ったうえで、研究分担者である中田が、授業デザイン、ファイルで提供できる教材、
画像などさまざまな教材をアップできる Web サイトを構築した。 
 (2) については、まず研究代表者や研究分担者自身が行っている授業デザインや、アクティ
ブ・ラーニングの教材を第三者にもわかりやすいようにまとめ、共有した。 
(3) については、特別な設備や器具がなくても実施できる教材を作成するとともに、既存の 3D
プリンタを用いて、ネット上で公開されている昆虫の設計図ファイルを用いて、昆虫の模型作
りを行った。 
 
４．研究成果 
（1）収集した教材を公開する Web サイトの構築 
 平成 27年度は、研究代表者、研究分担者による打ち合わせを行い、Web サイトの構造や条件
についての案を出し合った。環境学は広範な内容を扱っているため、カテゴリーわけが難しか
ったが、環境政策でも重要視される①低炭素社会、②循環型社会、③自然共生型社会の 3つに
カテゴリーわけすることとした。 
 平成 28年 1月から平成 29 年 3 月までは、研究代表者の育児休暇のため、研究を中断した。 
 平成 29年度は、Web サイトに関する進展はなかったが、研究代表者、研究分担者が所属して
いる日本生態学会生態学教育専門委員会が立ち上げた「生態教育支援データベース」が、本研
究で構築する予定の Web サイトの先例となっていたため、このデータベースに教材をアップし、
アップされた教材の校閲システムを試行し、次年度の Web サイト構築に備えた。 
 平成 30 年度は、Web サイトの構築を行った。構築に当たっては、Web サイトの作成を担当す
る中田と、研究代表者が 4回の打ち合わせを持ち、具体的なイメージを話し合ったり、完成し
た Web サイトの試用を行ったりした。その後、各自が作成した教材をアップし、教材共有の土
台はできたが、広く教材の提供を募るまでには至らなかった。特に、研究代表者、研究分担者
は生態学が専門であるため、生態学以外の環境学分野についての教材を集めることに苦慮した。
この点については、今後学会などの場での広報活動によって、対応していきたい。 
 
(2)環境学系科目担当教員による教材開発および共有 
平成 27年度は、研究代表者、研究分担者がすでに行っている教材を持ち寄り、収集されると
想定される教材にはどのようなものがあるかを整理した。その結果、①科目全体の授業デザイ
ン、②アクティブ・ラーニングの実習例（利き水、エコロジカルフットプリントの計算、土壌
動物の採集、河川での生き物採集など）の主に 2つがあることがわかった。 



平成 28年 1 月から平成 29年 3月までは、研究代表者の育児休暇のため、研究を中断したが、
その間も各自で教材開発を進めた。 
平成 29年度は、新たに小学校教員養成課程を対象とした野菜栽培をテーマとした実習や高大
行政と連携した環境教育の実践例、中学校を対象とした樹木の毎木調査実習、座学の授業での
アクティブ・ラーニングの実践例などを開発し、授業で試行を行った。各自が授業で試行する
ことにより改善点が見つかり、Web サイトで公開する教材の情報を充実させることに有益であ
った。 
平成 30年度は、それぞれが作成した教材を①で作成した Web サイトにアップし、共有した。
今後は、この Web サイトの認知度を高め、教材の提供と利用を促進していきたい。 
 
(3)座学の授業で利用可能なハンズオン型教材の開発 
平成 27年度は、まずファイルで共有可能なワークシートやワークブック、ハンズオン型教材
を使う教員へのガイドなどを作成した。本教材が使用されると想定される文系大学・文系大学
には、実習設備や調査対象となる場がないことが想定されたため、特別な器具や場がなくても
実施可能な教材にすることを意識した。 
平成27年12月から平成29年3月までは、研究代表者の育児休暇のため、研究を中断したが、
その間も各自で教材開発や試行を行った。 
平成 29～30 年度は、既存の 3Dプリンタを用いて昆虫の拡大模型の作成を試みた。設計図は
ネット上で公開されている印刷用のファイルを利用した。3Dプリンタは、大きな昆虫の模型を
作れるように、縦、横、高さすべて 20cm のスペースを取るよう特注していたが、小さな昆虫模
型は作れたものの、授業で使えるような大きな昆虫模型を作ることには未だ成功していない。
昆虫の足が細く小さすぎて、体を支えることができなかったためである。しかし、小さな模型
は作れても大きな模型は作れないということ自体が昆虫の足の特異性を考えさせる新しい教材
となった。模型作りの試行錯誤は今も続いており、現在は支柱をつけて虫の体を浮かせて印刷
することを試みている。 
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